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研究成果の概要（和文）：COVID-19パンデミックによりJ.F.フレッチャーを主軸とする国内外の調査研究は不可
能となったが、これを好機と捉え、本研究を今日の時代状況に再配置して検討した。これにより、生産性の多寡
により「ある生」を社会の負担と同定しその存在の抹消により社会の問題解決を図ろうとするメカニズムは、次
の現象にも通底することを明らかにした。
第一に、ナチスの安楽死政策が同時代の米国や戦後日本で大衆に知られながらも問題とされなかったこと、第二
に、75歳以上の高齢者の安楽死を合法化した架空の日本社会を描いた映画『PLAN 75』(2022)が国内外で評価さ
れ、特に日本でリアリティをもって受け取られたことである。

研究成果の概要（英文）：The COVID-19 pandemic made it impossible to conduct national and 
international research on J.F.Fletcher, but I took this as an opportunity to re-position my research
 in today's contemporary situation. This has revealed that the mechanism of identifying 'certain 
lives' as a burden on society based on their productivity and attempting to solve society's problems
 by eliminating their existence is common to the following phenomena.
Firstly, the Nazi euthanasia policy not having been considered problematic even though it was known 
to the public in the USA at the time and in Japan after the war, and secondly, the film PLAN 75 
(2022), which depicted a fictional Japanese society that legalised euthanasia for the elderly over 
75, being well-received both in Japan and abroad and being perceived as realistic, especially in 
Japan.

研究分野： 生命倫理学・生命倫理教育

キーワード： 安楽死　尊厳死　高齢社会　格差社会　『PLAN 75』　ナチス安楽死政策　T4計画　トリアージ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、ナチス政権下の安楽死政策の実態が、同時代の米国や第二次世界大戦後の日本で一
般大衆に広く知られながらも問題化されてこなかった現象を明確にし、これをCOVID-19パンデミック及びロシ
ア・ウクライナ戦争、ガザ・イスラエル戦争等の今日的状況に再配置したことにある。これにより、ナチスの安
楽死政策と現在の安楽死・尊厳死論との関係を考究する本研究の社会的意義は一層リアリティをもつこととなっ
た。
なお、カトリック教会等における聖職者の性加害や米国最高裁の中絶対応など、キリスト教をめぐる社会情勢の
急変があり、本研究におけるキリスト教の論点については軽々な言及を控え、今後の課題とした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2016 年 7 月に発生した相模原障害者殺傷事件では、被告が発した「ヒトラーが降りてきた」
「重度の知的障害者は安楽死させるべき」との言葉が広く報道され、被告の「優生思想」ととも
に、ナチス・ドイツ政権下における T4「安楽死」計画もにわかに知られるようになった（大谷
2016）。しかしながら、これらの現象が現在の安楽死・尊厳死論、まして終末期医療や緩和ケア
とは関連して論じられていない現実がある。なぜこのような非連続性が生じたのか。本研究課題
の核心的問いはここにあった。 
 上記の問いをふまえ、本研究では、生命倫理学前史および成立史における安楽死論とキリスト
教との相剋からその世俗化にいたる過程を、米英日の安楽死法制化運動と初期ホスピス運動の
言説、とりわけ、米国で生命倫理学を先駆的に牽引した神学者にして社会活動家であったジョセ
フ・フレッチャーの軌跡とその安楽死思想と優生思想に焦点を当てて歴史的社会的な解析を行
うこととした。 
 なお、本研究は、「尊厳死」が「安楽死」と切り分けられてきた戦後日本の安楽死・尊厳死論
に関する代表者のこれまでの歴史研究をふまえ、これまでの科研「生命倫理学における安楽死・
尊厳死論のキリスト教的基盤に関する歴史的社会的研究（基盤（C）、研究代表大谷いづみ、課題
番号 21520038）」「生命倫理学・死生学における安楽死・尊厳死論の変容とキリスト教の歴史的
社会的影響（基盤（C）、研究代表大谷いづみ、課題番号 15K02023）」を発展的に引き継ぐ研究
として位置づけられた。 
 
・大谷いづみ, 2016,「「生きるに値しない生命終結の許容」はどのように語られたか――日本法学界におけ

る「安楽死・尊厳死」論史の一断章」, 『現代思想』44(19): 102-113.  
 
 
２．研究の目的 
 上記の背景をふまえ、本研究では、「赤い聖職者」とも呼ばれたフレッチャーの戦前からの来
歴とその安楽死論と優生思想の変遷をアメリカ精神史と照合し、これを生命倫理学史における
安楽死論とキリスト教との相剋と世俗化の先駆けとして位置づけ、彼とほぼ同時期に日本の優
生保護運動と安楽死法制化運動を牽引した太田典礼を参照軸にすることで、生命倫理学前史・成
立史における安楽死論とキリスト教の相剋に関する米英日比較を行うことを目的とした。 
しかしながら、下記３．に記したように、歴史的な状況変化によって当初の研究方法の変更を

余儀なくされたことにより、研究目的を、ナチス・ドイツ政権下の安楽死政策と現在の安楽死・
尊厳死論との連続性と非連続性の検討に焦点化することとした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、第一に、代表者が感染症に脆弱であることから、2019 年度末からはじまった
COVID-19 パンデミックにより国内外での移動が極端に制限されて、国外はもとより国内近距
離での調査研究もままならなかったこと、第二に、2022 年 2 月にはじまったロシア・ウクライ
ナ戦争、2023 年 10 月のハマス奇襲に始まるイスラエル・ガザ戦争による世界情勢の変化、第三
に所属機関の所長の闘病による全学役職就任と前所長の急逝に伴う諸対応という 3 つの理由に
より、当初の研究方法の変更を余儀なくされ、以下の方法をとることとした。 
 

（1） フレッチャーコレクションをはじめ、米英や日本国内現地でなければアクセスできない一
次資料の蒐集と解析は一端措き、自宅からインターネットや郵送で入手可能な資料の蒐集
につとめ、これまで入手してきた資料とあわせて解析にあたった。 

 
（2） 急速に普及した映像資料の多様化を好機とし、時代状況に関わる多様な資料の蒐集と蓄積

を行った。 
 
（3） 本研究の意義を、COVID-19 パンデミック下の「例外状態」、さらにはロシア・ウクライ

ナ紛争、イスラエル・ガザ戦争という「戦時」の常態化という現在の文脈に再配置し、記
録と分析に当たった。 

 
（4） COVID-19 パンデミックは、ECMO がトリアージの対象となったこととあわせて、ポリ

オとの類似性が指摘されてきた。代表者は、乳児期にポリオに罹患しその後遺症による両
下肢障害をもつことをふまえ、本研究をオートエスノグラフィックな観点から捉え直すこ
ととした。 

 
 



 
４．研究成果 
本研究の成果を以下に列挙する。 
 

（1） ナチス・ドイツ政権下での T4「安楽死」計画最初期の様子は、ドイツ特派員であったウ
ィリアム・シャイラーによって『ライフ』誌や『リーダース・ダイジェスト』誌で報じら
れ、シャイラーの『ベルリン日記』がベストセラーになるなど、第二次世界大戦参戦前の
米国で広く大衆に知られていたこと、日本では、第二次世界大戦後まもなく北杜夫の「夜
と霧の隅で」が芥川賞を受賞したほか、人気少女マンガ家によりマンガ化されて何度も再
版されてきたことを取り上げ、いずれもとくに問題化されなかったことを明らかにしたう
えで、これらの史実を、COVID-19 パンデミックで起きている現象にてらして検討した
（大谷 2021）。 

 
（2） COVID-19 パンデミック直前に武漢で開催された障害学国際セミナー2019、オンライン

による障害学国際セミナーなどの国際会議のほか、イギリスと韓国をむすんでオンライン
で行ったインタビューにより、安楽死・尊厳死言説が障害者・難病者にとって、とりわけ
欧米の高等教育機関での留学経験をもつ知識層にとって、アンビバレントなものである感
触を得た。この点は、さらに実証的な考究を続ける必要がある。 

 
（3） 安楽死・尊厳死をとりあげた映画作品や演劇、ドキュメント等の蒐集・整理を継続し、そ

の一部を、安楽死・尊厳死編成史に位置づけた。75 歳以上の高齢者の死の選択を合法化
した近未来の日本社会を描いた『PLAN 75』（2022、日仏比嘉）はそのひとつに位置づけ
られるものの、他の作品群との異同を検討し、一線を画するものであることを指摘した（大
谷 2022）。また、早川千絵監督を招いて上映会＆トークイベントを開催し、作品のテーマ
に鑑みて車いすの移動ルートを確保し情報保障（文字通訳・手話通訳）を担保したハイブ
リッドのトークイベントを開催し、本研究のアウトリーチ活動とした。 

 
（4） 本研究におけるキリスト教のかかわりについては、大谷（2021）でその一部に触れるに留

まった。この数年、カトリック教会等を揺るがしている聖職者による性加害、中絶をめぐ
る米国最高裁の判例解釈の変更など、世界規模での急変があり、本研究課題と無縁ではな
い。したがって、本研究におけるキリスト教の論点については、これらの現象もふくめて、
今後の課題とした。 

 
（5） 本研究の成果発表にあたっては、「誰一人取り残さない」ことを念頭に、情報保障（文字

通訳・手話通訳）とハイブリッドによる移動アクセシビリティの担保に留意した。特に（3）
の『PLAN 75』上映会＆トークイベントでは、障害当事者に限らず、参加者からの評価も
高く、代表者の所属大学で「グッドプラクティス」に採択された。 

 
 
・大谷いづみ, 2021, 「歴史の忘却と連続性――語られてきたナチス「安楽死」政策とコロナ禍の現在」『新

薬と臨牀』70（12）：59-66. 
・大谷いづみ, 2022,「解説 それぞれの「良い死／唯の生」, 立岩真也『良い死／唯の生』筑摩書房（ちく

ま学芸文庫）, 571-581． 
 
以上の研究成果は、「５．主な発表論文等」に記載したように、国際学会を含む関連諸学会・

研究会報告や国際誌を含む学術論文・図書などのほか、教育・福祉・行政の研修会や一般市民向
けのセミナー・図書などを通してより広汎な対象に還元することができた。また、「その他」に
記載したように、高校生からのインタビューやメディアからの取材や寄稿要請などがあり、広く
一般市民に成果還元することができた。 
 
 



５．主な発表論文等
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